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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 141,630 2.6 4,529 19.8 5,754 28.6 4,207 39.6
26年3月期第2四半期 137,981 32.7 3,781 232.5 4,476 245.3 3,014 302.0

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 6,815百万円 （△10.8％） 26年3月期第2四半期 7,638百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 60.69 60.69
26年3月期第2四半期 43.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 195,869 129,906 65.7 1,858.13
26年3月期 190,694 125,218 65.1 1,778.00
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 128,592百万円 26年3月期 124,059百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00
27年3月期 ― 10.00
27年3月期（予想） ― 15.00 25.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 284,000 △0.7 9,500 △3.2 11,000 △6.5 8,500 △7.9 122.62

i9170162
スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異な
る結果となる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 69,784,501 株 26年3月期 69,784,501 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 578,955 株 26年3月期 9,633 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 69,317,844 株 26年3月期2Q 69,772,963 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国景気は回復基調にあり堅調を維持しましたが、欧州景気は

緩やかに持ち直しつつあるものの、地政学的要因等による不透明感が払拭しきれない状況で推移しました。また、

中国やブラジルなど新興国は成長率の鈍化や通貨不安等により景気が停滞しました。

わが国経済は円安基調を背景とした輸出企業の収益改善や堅調な株式市場等、緩やかな回復傾向を示していまし

たが、消費税増税の影響や原材料価格の上昇により鈍化の兆しが見られました。

カーエレクトロニクス業界は、国内新車販売が消費税増税前の駆込み需要の反動で減少した影響を受け、厳しい

状況で推移しました。一方、海外では北米及び中国における新車販売が好調を持続したことに加え、米国における

後方確認システム標準装着の法制化など、ドライブの安心・安全性向上のためクルマと連動した車載情報機器への

需要の高まりが当業界に好影響をもたらしました。

このような状況下、当社グループは、スマートフォンとの連携強化のため、Apple社のCarPlay(R)に対応したデ

ィスプレイ・オーディオを開発しました。また、将来の収益向上に向け、同業の富士通テン(株)との車載プラット

フォーム共同開発や、Google社のAndroid Auto(R)(車載用アンドロイド)対応の製品開発を目指す推進団体OAA(オ

ープン・オートモーティブ・アライアンス)への加盟など、研究開発投資の効率化や製品開発力の向上を目指す取

組みを強化しました。販売面では、欧米市販ビジネスの再構築を企図し、北米市販市場にピックアップトラックや

SUV向け、欧州市販市場では高級車向け車種専用大画面ナビゲーションの新製品を投入しました。また、国内市販

市場向けに世界最大サイズ10インチ大画面ナビゲーションを新たに投入、競合他社との差別化を図りました。更に

VE(バリュー・エンジニアリング)を中心とした原価低減活動を推進しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間(平成26年４月～９月)の業績は、連結売上高1,416億円(前年同期比2.6％

増)、営業利益45億円(前年同期比19.8％増)、経常利益57億円(前年同期比28.6％増)、四半期純利益42億円(前年同

期比39.6％増)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。なお、売上高は外部顧客への売上高です。

≪音響機器事業≫

当事業部門では、日・米・欧の市販市場で、高精細・高画質ディスプレイやスマートフォン用アプリケーション

に対応した高付加価値機能搭載CDプレーヤーに加え、ブルートゥース機能搭載のエントリーモデルの販売強化を図

りましたが、売上は厳しい状況で推移しました。

自動車メーカー向け純正品は、北米及び中国市場における新車販売の好調持続を受け、米国自動車向けにアンプ

やスピーカーを核とし、高音質を追求したサウンドシステムの売上が増加したものの、微増にとどまりました。

以上の結果、当事業部門の売上高は331億円(前年同期比4.8％減)となりました。

≪情報・通信機器事業≫

当事業部門では、欧米市販市場に新製品の車種専用大画面ナビゲーションを投入、拡販に努めました。また、国

内市販市場に広範囲の地図画面表示や迫力ある映像を再現する世界最大サイズ10インチ大画面ナビゲーションを投

入、消費税増税後の反動減が懸念されていましたが、製品装着時の高級感やシステム機能面がお客様から高評価を

獲得し売上が増加しました。海外市販市場でも、欧米に新製品の車種専用大画面ナビゲーションを投入、拡販に努

めたことが奏功し売上が伸長しました。自動車メーカー向け純正品は、北米及び中国市場において欧州高級自動車

の販売が好調に推移し、新車に搭載されたディスプレイ複合製品の売上が増加したものの、一部の製品がモデル切

替えによる影響を受けたため、売上は微増にとどまりました。

以上の結果、当事業部門の売上高は1,085億円(前年同期比5.2％増)となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産については、現金及び預金の増加10億円、たな卸資産の増加25億

円、その他流動資産の増加13億円、有形固定資産の増加７億円等により、前連結会計年度末比51億円増加の

1,958億円となりました。

負債については、未払費用の増加４億円、製品保証引当金の増加５億円、退職給付に係る負債の増加３億円、

支払手形及び買掛金の減少８億円等により、前連結会計年度末比４億円増加の659億円となりました。

純資産については、利益剰余金の増加27億円、自己株式の取得による減少７億円、為替換算調整勘定の増加18

億円、有価証券評価差額金の増加５億円等により、前連結会計年度末比46億円増加の1,299億円となりました。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末比0.6ポイント増加の65.7％となりました。
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は477億円となり、前連結会計年度末と比べ10億円の増加

（前年同期は80億円の増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は52億円（前年同期は120億円の増加）となりました。この増加の主な要因は、税

金等調整前四半期純利益58億円の計上、減価償却費30億円の計上、売上債権25億円の減少による資金の増加と、

たな卸資産12億円の増加、仕入債務23億円の減少及び法人税等の支払20億円による資金の減少です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は38億円（前年同期は49億円の減少）となりました。この減少の主な要因は、有形

固定資産の取得34億円及び貸付けによる支出７億円による資金の減少と、貸付金の回収による収入６億円による

資金の増加です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は17億円（前年同期は７億円の減少）となりました。この減少の主な要因は、配当

金の支払10億円及び自己株式の取得による支出７億円による資金の減少です。

上記の結果、フリー・キャッシュ・フローは14億円の資金増加となりました。なお、フリー・キャッシュ・

フローは営業活動によるキャッシュ・フローと、投資活動によるキャッシュ・フローの合計です。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想については、本日 (平成26年10月31日) 公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。

 なお、下期の為替レートは、１米ドル＝105.00円、１ユーロ＝135.00円を前提としています。

(平成27年３月期の通期連結業績予想)

売上高  2,840億円 (前期比 0.7％減)

営業利益   95億円 (前期比 3.2％減)

経常利益  110億円 (前期比 6.5％減)

当期純利益 85億円 (前期比 7.9％減)
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を残存勤務期間に基

づく割引率から単一の加重平均割引率へ変更しています。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しています。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が402百万円増加し、利益剰余金が402百万 

円減少しています。また、これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微です。

 

 

（４）追加情報

(取締役の退職慰労金制度の廃止)

当社は、平成26年６月19日開催の定時株主総会 (以下、「本株主総会」という。) 終結時をもって、取締役の退

職慰労金制度を廃止しました。

これに伴い、本株主総会終結後も引き続き在任する取締役については、本株主総会終結時までの在任期間に応じ

た退職慰労金を打ち切り支給し、その支給時期を退任時とします。

このため、第１四半期連結会計期間より、当社の「役員退職慰労引当金」残高を取崩し、打ち切り支給に伴う未

払額269百万円を長期未払金として固定負債の「その他」に含めて表示しています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 46,698 47,784 

受取手形及び売掛金 41,029 39,828 

商品及び製品 21,115 22,797 

仕掛品 1,036 1,009 

原材料及び貯蔵品 6,878 7,784 

繰延税金資産 3,008 3,041 

その他 9,238 10,570 

貸倒引当金 △378 △235 

流動資産合計 128,628 132,581 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 25,306 26,521 

減価償却累計額 △16,664 △17,219 

建物及び構築物（純額） 8,642 9,302 

機械装置及び運搬具 22,103 23,633 

減価償却累計額 △15,842 △16,818 

機械装置及び運搬具（純額） 6,260 6,814 

工具器具備品及び金型 51,347 51,674 

減価償却累計額 △45,933 △45,924 

工具器具備品及び金型（純額） 5,413 5,749 

土地 4,988 5,012 

リース資産 214 211 

減価償却累計額 △92 △74 

リース資産（純額） 122 136 

建設仮勘定 1,482 688 

有形固定資産合計 26,909 27,704 

無形固定資産 2,359 2,500 

投資その他の資産    

投資有価証券 29,493 29,518 

退職給付に係る資産 11 11 

繰延税金資産 485 606 

その他 2,820 2,959 

貸倒引当金 △12 △12 

投資その他の資産合計 32,797 33,083 

固定資産合計 62,066 63,287 

資産合計 190,694 195,869 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 30,926 30,108 

未払費用 10,386 10,836 

未払法人税等 1,757 1,602 

繰延税金負債 16 － 

賞与引当金 2,107 2,161 

役員賞与引当金 45 33 

製品保証引当金 6,132 6,662 

その他 4,238 4,050 

流動負債合計 55,610 55,455 

固定負債    

繰延税金負債 5,836 6,130 

退職給付に係る負債 1,892 2,268 

役員退職慰労引当金 353 56 

その他 1,783 2,050 

固定負債合計 9,865 10,506 

負債合計 65,475 65,962 

純資産の部    

株主資本    

資本金 25,920 25,920 

資本剰余金 24,905 24,905 

利益剰余金 63,272 66,030 

自己株式 △13 △712 

株主資本合計 114,085 116,144 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,629 7,160 

繰延ヘッジ損益 － △0 

土地再評価差額金 △1,310 △1,310 

為替換算調整勘定 5,554 7,399 

退職給付に係る調整累計額 △899 △799 

その他の包括利益累計額合計 9,974 12,448 

新株予約権 － 16 

少数株主持分 1,158 1,298 

純資産合計 125,218 129,906 

負債純資産合計 190,694 195,869 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 137,981 141,630 

売上原価 115,380 117,517 

売上総利益 22,600 24,112 

販売費及び一般管理費 18,819 19,583 

営業利益 3,781 4,529 

営業外収益    

受取利息 83 107 

受取配当金 199 201 

為替差益 － 543 

持分法による投資利益 460 345 

たな卸資産滅失に係る保険金収入 111 － 

その他 156 199 

営業外収益合計 1,011 1,397 

営業外費用    

支払利息 11 8 

為替差損 54 － 

支払手数料 30 32 

売上割引 34 66 

たな卸資産滅失損失 102 － 

その他 82 64 

営業外費用合計 316 171 

経常利益 4,476 5,754 

特別利益    

固定資産売却益 23 18 

投資有価証券清算益 － 52 

受取補償金 491 － 

その他 － 6 

特別利益合計 514 76 

特別損失    

固定資産除売却損 93 22 

その他 0 － 

特別損失合計 93 22 

税金等調整前四半期純利益 4,897 5,808 

法人税、住民税及び事業税 2,179 1,585 

法人税等調整額 △358 △43 

法人税等合計 1,821 1,541 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,076 4,266 

少数株主利益 61 59 

四半期純利益 3,014 4,207 

少数株主利益 61 59 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,076 4,266 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 431 529 

繰延ヘッジ損益 △17 △0 

為替換算調整勘定 2,477 2,771 

退職給付に係る調整額 － 97 

持分法適用会社に対する持分相当額 1,669 △849 

その他の包括利益合計 4,562 2,548 

四半期包括利益 7,638 6,815 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 7,557 6,681 

少数株主に係る四半期包括利益 81 133 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,897 5,808 

減価償却費 2,904 3,004 

売上債権の増減額（△は増加） 1,172 2,513 

たな卸資産の増減額（△は増加） 133 △1,279 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,932 △2,342 

その他 379 △1,168 

小計 12,420 6,536 

利息及び配当金の受取額 776 648 

利息の支払額 △12 △8 

法人税等の支払額 △1,654 △2,005 

法人税等の還付額 477 118 

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,008 5,289 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △3,550 △3,465 

有形固定資産の売却による収入 39 73 

無形固定資産の取得による支出 △251 △458 

投資有価証券の取得による支出 △2 △8 

貸付けによる支出 △1,602 △711 

貸付金の回収による収入 1,004 670 

その他 △579 35 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,942 △3,864 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △696 △1,046 

自己株式の取得による支出 △0 △700 

少数株主からの払込みによる収入 － 38 

少数株主への配当金の支払額 － △34 

その他 △22 △33 

財務活動によるキャッシュ・フロー △719 △1,775 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,481 1,437 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,827 1,086 

現金及び現金同等物の期首残高 34,052 46,680 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
212 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 42,091 47,766 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年４月30日開催の取締役会決議に基づき、自己株式570,100株の取得を行いました。この結果、

当第２四半期連結累計期間において自己株式が698百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式

が712百万円となっています。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

１ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注） 

四半期連結 
財務諸表 
計上額   音響機器事業 

情報・通信 
機器事業 

合計 

売上高          

外部顧客への売上高 34,789 103,191 137,981 － 137,981 

セグメント間の内部売上高又は振替高 368 105 474 △474 － 

計 35,157 103,297 138,455 △474 137,981 

セグメント利益（営業利益） 769 5,355 6,124 △2,343 3,781 

（注）１． セグメント利益調整額△2,343百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用の主

なものは、セグメントに帰属しない当社の管理部門及び開発部門の一部に係る費用です。

２．従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用していましたが、第

１四半期連結会計期間より定額法に変更しています。

この変更に伴い、従来の方法と比較し、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益(営業利益)は、音響

機器事業で52百万円増加、情報通信機器事業で136百万円増加しています。

３．当社及び連結子会社の金型は、第１四半期連結会計期間より耐用年数を変更しています。

この変更に伴い、従来の方法と比較し、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益(営業利益)は、音響

機器事業で25百万円増加、情報通信機器事業で48百万円増加しています。
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２ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注） 

四半期連結 
財務諸表 
計上額   音響機器事業 

情報・通信 
機器事業 

合計 

売上高          

外部顧客への売上高 33,103 108,527 141,630 － 141,630 

セグメント間の内部売上高又は振替高 356 104 460 △460 － 

計 33,459 108,631 142,090 △460 141,630 

セグメント利益（営業利益） 1,296 5,659 6,956 △2,426 4,529 

（注） セグメント利益調整額△2,426百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用の主なも

のは、セグメントに帰属しない当社の管理部門及び開発部門の一部に係る費用です。
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